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水
滸
傳
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
つ
い
て

　
　

―

諏
訪
市
博
物
館
藏
鈔
本
を
中
心
に



九
〇

は
じ
め
に

水
滸
傳
に
は
多
く
の
版
本
が
あ
る
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
主
な
對

象
と
す
る
の
は
文
繁
本（

（
（

百
二
十
回
本
で
あ
る
。
百
二
十
回
本
に
は
、『
忠
義
水
滸

全
傳
』（
以
下
『
全
傳
』）
と
、
そ
れ
を
覆
刻
し
た
『
忠
義
水
滸
全
書
』
が
存
在
す

る（
（
（

。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
版
本
の
情
報
を
加

え
、『
全
傳
』
の
版
本
流
傳
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

『
全
傳
』
は
大
き
く
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
と
の
二
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
そ
の
相
違
は
歬
付
、
圖
題
、
正
文
に
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
諏
訪
市
博
物

館
に
藏
さ
れ
る
鈔
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
は
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
中
閒
に

當
た
る
特
色
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
日
本
に
か
つ
て
甲
乙
の
過
渡
朞
に
相
當
す

る
版
本
が
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
本
論
で
は
そ
れ
に
つ
い
て
檢
討
し
た
い
。

第
一
章
　『
全
傳
』
諸
本

一
―
一
、『
全
傳
』
の
書
誌

筆
者
が
目
睹
調
査
し
た
『
全
傳
』
諸
版
本
は
、
以
下
の
十
種
で
あ
る
。

一
、
北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
（
以
下
、
北
大
本
）

二
、
宮
內
廳
書
陵
部
藏
德
山
毛
利
本
（
德
山
毛
利
本
）

三
、
宮
內
廳
書
陵
部
藏
高
辻
本
（
高
辻
本
）

四
、
天
理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
藏
古
義
堂
文
庫
本
（
古
義
堂
本
）

五
、
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
藏
本
（
光
丘
本
）

六
、
東
京
大
學
文
學
部
圖
書
室
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
藏
本
（
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
本
）

七
、
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
藏
倉
石
文
庫
本
（
倉
石
本
）

八
、
中
國
國
家
博
物
館
圖
書
館
藏
本
（
國
博
本
）

九
、
諏
訪
市
博
物
館
藏
日
本
鈔
本
（
諏
訪
本
）

十
、
北
京
大
學
圖
書
館
藏
日
本
鈔
本

北
大
本
を
以
下
「
甲
本
」、
二
か
ら
八
の
グ
ル
ー
プ
を
以
下
「
乙
グ
ル
ー
プ
」

と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
さ
ら
に
版
木
の
流
れ
を
細
か
く
分
け
る
と
、
版
木
の
割

れ
、
刷
り
の
狀
態
な
ど
か
ら
、
北
大
本
→
德
山
毛
利
本
→
｛
高
辻
本
・
古
義
堂

本
、
光
丘
本
、
漢
籍
コ
ー
ナ
ー
本
｝
→
倉
石
本
の
順
と
な
る
。
た
だ
し
、『
全

傳
』
は
一
部
版
木
を
差
し
替
え
な
が
ら
、
同
一
の
版
木
を
使
い
續
け
て
い
る
。

個
別
の
書
誌
に
つ
い
て
は
、
別
稿（

（
（

に
詳
細
を
記
し
た
の
で
そ
ち
ら
に
參
照
を
求

め
、
以
下
に
は
甲
本
の
北
大
本
と
、
乙
グ
ル
ー
プ
を
代
表
さ
せ
て
德
山
毛
利
本
の

書
誌
の
み
を
記
す
。

水
滸
傳
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
つ
い
て

　
　

―
諏
訪
市
博
物
館
藏
鈔
本
を
中
心
に

�

中
原
理
惠

 



水
滸
傳
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
つ
い
て

九
一

一
―
二
、
諏
訪
本

白
木
直
也
氏
が
、
江
戶
時
代
の
白
話
受
容
に
つ
い
て
、「
當
時
の
小
藩
の
大
名

に
は
中
國
の
俗
文
學
に
對
し
强
い
關
心
を
寄
せ
る
人
が
閒
々
あ
る
。
小
尾
郊
一
氏

の
指
敎
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
を
得
た
の
だ
が
、
精
巧
に
模
寫
し
た
百
二
十
回
全
傳

の
寫
本
一
部
が
傳
存
す
る
。
や
は
り
信
州
（
長
野
縣
）
の
大
名
の
舊
藏
で
あ
る
。

六
十
葉
百
二
十
面
の
插
圖
ま
で
も
が
模
寫
さ
れ
て
い
る
の
に
は
、
見
せ
て
も
ら
っ

た
私
の
方
が
驚
い
た
。
こ
れ
も
藩
主
の
發
意
で
正
文
は
祐
筆
に
插
圖
は
繪
師
に
そ

れ
ぞ
れ
命
じ
て
書
か
せ
た
も
の
だ
ら
う（

（
（

」
と
述
べ
た
文
章
が
あ
る
。
こ
の
鈔
本

が
、
諏
訪
市
博
物
館
に
藏
さ
れ
る
『
全
傳
』
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
版
本
を
忠
實

に
寫
し
取
ろ
う
と
し
た
執
念
を
感
じ
さ
せ
る
鈔
本
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
鈔
本
は
歬
付
の
「
題
」
末
尾
に
、
篆
書
「
含
章
館
藏
」、
白

文
方
印
「
含
章
館
主
」、
朱
文
方
印
「
忠
林
圖
書
之
印
」
が
確
認
で
き
る
こ
と
か

ら
、
高
島
藩
第
五
代
藩
主
・
諏
訪
忠
林
（
一
七
〇
三
―
一
七
七
〇
）
の
所
藏
本
だ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
他
に
も
、「
養
賢
院
樣
御
筆
」
と
し
て
、
忠
林
（
養

賢
院
）
自
ら
が
抄
寫
し
た
と
さ
れ
る
『
水
滸
傳
』
の
校
勘
記
や
白
話
語
彙
集
も
現

存
す
る
。

以
下
に
、
諏
訪
本
の
書
誌
を
記
す
。

③
諏
訪
本�

二
十
四
册
。

　

薄
茶
色
無
地
表
紙
（
二
七
．
三
×
約
一
七
．
三
cm
）、
四
針
眼
訂
、
外
題
な
し
。

　

匡
郭
と
版
心
「
水
滸
全
傳
」
が
印
刷
さ
れ
た
（
手
書
き
の
場
合
も
あ
り
）
料
紙
を

用
い
て
い
る
。

　

匡
郭
二
一
．
一
×
一
三
．
九
cm
。
四
周
單
邊
、
無
界
十
行
二
十
二
字
、
欄
上

㊟
行
四
字
、傍
點
・
傍
線
・
傍
㊟
あ
り
。
版
心
白
口「
水
滸
全
傳　

第
一
回　

一
」。

　

封
面
な
し
。

①
北
大
本
・
請
求
記
號
Ｍ
Ｓ
Ｂ
／
八
一
三
．
三
九
五
／
〇
八
一
一�

三
十
六
册
。

　

薄
茶
色
無
地
表
紙
（
二
六
．
三
×
一
七
．
六
cm
）、
四
針
眼
訂
、
外
題
な
し
。

　

匡
郭
二
〇
．
九
×
一
三
．
八
cm
。
四
周
單
邊
、
無
界
十
行
二
十
二
字
、
欄
上

㊟
行
四
字
、傍
點
・
傍
線
・
傍
㊟
あ
り
。
版
心
白
口「
水
滸
全
傳　

第
一
回　

一
」。

　

封
面
な
し
。

　

正
文
卷
首
「
忠
義
水
滸
全
傳
／
（
低
一
格
）
第
一
回
／
（
低
三
格
）
張
天
師
祈
禳

瘟
疫
（
隔
二
格
）
洪
太
尉
誤
走
妖
魔
／
話
說
大
宋
仁
宗
天
子
在
位
嘉
祐
三
年
三

⺼
三
日
五
更
三
點
」。

　

圖
六
十
葉（
た
だ
し
圖
八
葉
裏
は
闕
、圖
六
十
葉
裏
は
補
配
）、「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」

八
葉
、「
小
引
」
八
葉
、「
宋
鑑
」
一
葉
、「
宣
和
遺
事
」
七
葉
、「
出
像
評
點
忠

義
水
滸
全
傳
發
凢
」
三
葉
、「
水
滸
忠
義
一
百
八
人
籍
貫
出
身
」
六
葉
、「
忠
義

水
滸
全
傳
目
錄
」十
三
葉
、「
新
鐫
李
氏
藏
本
忠
義
水
滸
全
傳
引
首
」四
葉
、正
文
。

②
德
山
毛
利
本
・
請
求
記
號
二
一
四
―
二�

三
十
二
册
。

　

香
色
無
地
表
紙
（
二
四
．
五
×
一
五
．
九
cm
）、
四
針
眼
訂
、
外
題
な
し
。

　

匡
郭
二
一
．
一
×
一
三
．
八
cm
。
四
周
單
邊
、
無
界
十
行
二
十
二
字
、
欄
上

㊟
行
四
字
、傍
點
・
傍
線
・
傍
㊟
あ
り
。
版
心
白
口「
水
滸
全
傳　

第
一
回　

一
」。

　

封
面
縱
書
「
李
卓
吾
先
生
評
／
水
滸
全
書
／
本
衙
藏
版
」、
朱
文
方
印
「
寶
翰

樓
藏
書
記
」。

　

正
文
卷
首
「
忠
義
水
滸
全
傳
／
（
低
一
格
）
第
一
回
／
（
低
三
格
）
張
天
師
祈
禳

瘟
疫
（
隔
二
格
）
洪
太
尉
誤
走
妖
魔
／
話
說
大
宋
仁
宗
天
子
在
位
嘉
祐
三
年
三

⺼
三
日
五
更
三
點
」。

　
「
小
引
」
八
葉
、「
出
像
評
點
忠
義
水
滸
全
傳
發
凢
」
三
葉
、「
水
滸
忠
義

一
百
八
人
籍
貫
出
身
」
六
葉
、
圖
六
十
葉
、「
忠
義
水
滸
全
傳
目
錄
」
十
三
葉
、

「
新
鐫
李
氏
藏
本
忠
義
水
滸
全
傳
引
首
」
四
葉
、「
宣
和
遺
事
」
七
葉
、
正
文
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

九
二

　
「
題
」
四
葉
、「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
八
葉
、「
小
引
」
八
葉
、「
出
像
評
點
忠

義
水
滸
全
傳
發
凢
」
三
葉
、「
宋
鑑
」
一
葉
、「
宣
和
遺
事
」
七
葉
、「
新
鐫
李

氏
藏
本
忠
義
水
滸
全
傳
引
首
」
四
葉
、「
水
滸
忠
義
一
百
八
人
籍
貫
出
身
」
六

葉
、「
忠
義
水
滸
全
傳
目
錄
」
十
三
葉
、
圖
五
十
九
葉
、
正
文
。
圖
第
五
十
九

葉
、
正
文
第
百
十
三
回
第
十
六
葉
は
闕
。

第
九
十
六
回
第
四
葉
裏
の
第
九
～
十
行
第
五
～
六
字
は
、
底
本
の
文
字
の
缺
損

ま
で
忠
實
に
抄
寫
さ
れ
て
い
る
（
畫
像
５
）。
ま
た
、
第
四
十
二
回
第
十
五
～
十
六

葉
は
、
第
十
五
葉
版
心
下
象
鼻
に
「
巳
下
二
丁　

原
本
落
丁
、
別
以
鍾
伯
敬
批
評

本
補
寫
、
姑
備
鑒
、
須
據
全
本
再
補
入
」（
標
點
筆
者
）
と
抄
寫
さ
れ
て
お
り
、
鍾

伯
敬
本
を
用
い
て
補
配
し
た
こ
と
が
朙
記
さ
れ
て
い
る
（
畫
像
４
）。
諏
訪
忠
林
の

藏
書
に
は
鍾
伯
敬
本
に
關
連
す
る
書
物
が
現
存
す
る
こ
と
か
ら
、
忠
林
が
鍾
伯
敬

本
を
見
ら
れ
る
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
、
こ
の
補
配
は
藩
主
の
命
に
よ

る
抄
寫
の
際
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
諏
訪
本
の
底
本
に
は
落
丁
が
あ
っ
た
可

能
性
が
高
い
。

な
お
、
諏
訪
本
が
底
本
に
し
た
版
本
が
一
樣
か
ど
う
か
斷
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
あ
り
、
複
數
の
底
本
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
、
一
樣

畫像１　圖第一葉
畫像３　第一回第一葉

畫像６　『御筆　忠義水滸傳』

畫像４　第四十二回第十五葉畫像５　第九十六回第四葉

畫像７　『御筆　水滸傳俗語解』

畫像２　序第一葉



水
滸
傳
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
つ
い
て

九
三

「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
は
、
李
卓
吾
に
よ
る
序
文
で
、『
焚
書（

（
（

』
に
も
同
文

の
「
忠
義
水
滸
傳
序
」
が
收
め
ら
れ
る
。「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
に
は
、
天
諬
・

崇
禎
帝
の
避
諱
で
あ
る
「
由
→
繇
」
が
確
認
で
き
る
。
笠
井
氏
論
文
（
㊟
２
）
に

も
、『
全
傳
』
は
「
總
じ
て
、
插
增
二
十
回
部
分
を
中
心
に
、
天
諬
・
崇
禎
帝
の

諱
「
由
檢
」「
由
校
」
を
避
け
て
い
る
」（
七
頁
）
と
の
指
摘
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

甲
本
を
は
じ
め
と
す
る
『
全
傳
』
は
天
諬
以
降
の
刊
本
だ
と
言
え
る
。

さ
て
、
甲
本
に
收
め
ら
れ
た
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
と
ほ
ぼ
同
內
容
の
序

が
、
他
の
水
滸
傳
版
本
に
も
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
容
與
堂
本（

（
（

（
內
閣
文
庫
藏
本
）

の
「
忠
義
水
滸
傳
敍
」、
無
窮
會
本（

（
（

の
「
讀
忠
義
水
滸
傳
序
」、
和
刻
本（

（
（

の
「
讀
忠

義
水
滸
傳
序
」
で
あ
る
。

容
與
堂
本
は
、
文
繁
本
版
本
と
し
て
は
現
存
最
古
と
さ
れ
る
萬
曆
三
十
八
年

（
一
六
一
〇
）
刊
行
の
分
卷（

（
（

百
回
本
で
あ
る
。
容
與
堂
本
に
は
三
種
類
あ
る
と
さ

れ（
（1
（

、
內
閣
本
の
み
「
忠
義
水
滸
傳
敍
」
を
㊒
す
。
版
式
は
四
周
單
邊
、
㊒
界
十
一

行
二
十
二
字
、
版
心
㊒
魚
尾
「
李
卓
吾
批
評
水
滸
傳　

卷
之
一　

一　

容
與
堂
藏

板
／
四
百
二
十
五
」。
內
閣
本
の
序
に
は
、
甲
本
の
序
に
見
ら
れ
る
天
諬
・
崇
禎

帝
の
「
由
」
の
避
諱
は
見
ら
れ
な
い
。
甲
本
で
「
繇
此
觀
之
」
と
し
て
い
る
部
分

が
、
容
與
堂
本
で
は
「
由
此
觀
之
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
容
與
堂
本
は
百
回
本

で
あ
る
た
め
、
百
二
十
回
本
の
插
增
二
十
回
分
に
相
當
す
る
田
虎
・
王
慶
征
討
に

關
す
る
記
述
も
存
在
し
な
い
。
甲
本
の
序
「
則
稱
勦
三
寇
以
洩
其
憤
」
の
「
勦
三

寇
」（
三
寇
は
田
虎
・
王
慶
・
方
臘
）
に
當
た
る
部
分
が
、
容
與
堂
本
で
は
「
滅
方

臘
」
と
あ
る
。

無
窮
會
本
は
不
分
卷
百
回
本
で
あ
る
。
不
分
卷
で
は
あ
る
が
、
分
卷
百
回
本
の

容
與
堂
本
と
關
係
が
近
い
と
さ
れ
る（

（1
（

。
版
式
は
四
周
單
邊
、
無
界
十
行
二
十
二

字
、
版
心
白
口
「
忠
義
水
滸
傳　

第
一
回　

一
」。
封
面
上
端
橫
書
「
繪
像
」、
縱

書
「
李
卓
吾
先
生
評
／
水
滸
傳
」、
歬
付
に
序
目
、
圖
を
冠
す
る
。
ま
ず
、
容
與

で
あ
る
こ
と
を
歬
提
と
し
て
話
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
い
。

第
二
章
　
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
相
違
・
そ
の
一
「
前
付
」

『
全
傳
』
の
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
は
、
歬
付
、
正
文
、
圖
題
に
相
違
が
あ
る
。

二
―
一
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
前
付

甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
に
收
め
ら
れ
る
歬
付
の
種
類
を
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ

う
に
な
る
。
乙
グ
ル
ー
プ
で
歬
付
が
確
認
で
き
る
版
本
は
、
德
山
毛
利
本
・
高
辻

本
・
光
丘
本
・
倉
石
本
で
あ
る
。

甲
本
の
歬
付
は
、「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」、「
宋
鑑
」、「
小
引
」、「
宣
和
遺

事
」、「
出
像
評
點
忠
義
水
滸
全
傳
發
凢
」、「
水
滸
忠
義
一
百
八
人
籍
貫
出
身
」、

「
忠
義
水
滸
全
傳
目
錄
」、「
新
鐫
李
氏
藏
本
忠
義
水
滸
全
傳
引
首
」（
傍
線
筆
者
、

以
下
同
じ
）。

乙
グ
ル
ー
プ
の
歬
付
は
、「
小
引
」、「
宣
和
遺
事
」、「
出
像
評
點
忠
義
水
滸
全

傳
發
凢
」、「
忠
義
水
滸
一
百
八
人
籍
貫
出
身
」、「
忠
義
水
滸
全
傳
目
錄
」、「
新
鐫

李
氏
藏
本
忠
義
水
滸
全
傳
引
首
」。

兩
者
の
違
い
が
、「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
の
㊒
無
に
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。
こ
の
他
の
歬
付
に
關
し
て
は
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
は
い
ず
れ
も
同

版
で
あ
り
、『
全
傳
』
の
版
木
が
甲
本
か
ら
乙
グ
ル
ー
プ
に
移
っ
て
以
降
、「
讀
忠

義
水
滸
全
傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
が
な
く
な
っ
た
も
の
と
想
定
で
き
る
。

で
は
、
諏
訪
本
の
歬
付
は
ど
う
か
。
諏
訪
本
に
は
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」

（
畫
像
２
）
と
「
宋
鑑
」
が
存
在
し
、
歬
付
は
甲
本
の
特
色
と
一
致
し
て
い
る
。

二
―
二
、
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序

甲
本
と
諏
訪
本
に
存
在
す
る
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
は
、
い
か

な
る
も
の
な
の
か
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

九
四

傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
の
な
い
形
式
に
な
っ
た
と
推
定
で
き
た
。

と
こ
ろ
で
、
乙
グ
ル
ー
プ
の
形
式
を
作
っ
た
書
肆
は
ど
こ
で
あ
る
の
か
。
德
山

毛
利
本
の
封
面
に
は
朱
印
「
寶
翰
樓
藏
書
記
」、
高
辻
本
と
光
丘
本
の
封
面
に
も

寶
翰
樓
と
關
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
朱
印
「
意
趣
不
凢
」（
後
述
）
が
確
認
で
き

る
こ
と
か
ら
、
乙
グ
ル
ー
プ
の
刊
行
に
書
肆
・
寶
翰
樓
が
關
わ
っ
て
い
る
蓋
然
性

が
高
い
。
た
だ
し
、
甲
本
の
版
木
が
寶
翰
樓
に
移
る
歬
に
、
す
で
に
「
讀
忠
義

水
滸
全
傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
が
な
く
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。

そ
の
上
で
、
乙
グ
ル
ー
プ
の
書
肆
（
寶
翰
樓
あ
る
い
は
別
の
書
肆
）
は
、
な
ぜ
「
讀

忠
義
水
滸
全
傳
序
」
を
採
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
淸
初
に
禁
書
處
分
を
恐

れ
て
、「
夷
狄
」、「
犬
羊
」
の
文
字
が
存
在
す
る
序
を
、
そ
の
ま
ま
付
け
て
お
く

わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
無
窮
會
本
は
埋
め
木
で
改
刻
し
て

刊
行
し
た
が
、
寶
翰
樓
（
あ
る
い
は
別
の
書
肆
）
は
そ
う
は
し
な
か
っ
た
。
こ
の
推

定
が
正
し
け
れ
ば
、
乙
グ
ル
ー
プ
の
『
全
傳
』
は
、
淸
初
以
降
の
刊
本
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
甲
本
は
天
諬
以
降
に
刊
行
さ
れ
、
淸
初
以
降
に
、
文

字
の
改
變
が
な
さ
れ
た
版
本
、
つ
ま
り
乙
グ
ル
ー
プ
が
刊
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。一

方
、「
宋
鑑
」
は
『
全
傳
』
に
收
め
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
特
に
問
題
に

な
る
と
も
思
わ
れ
ず
、
本
稿
で
は
狀
況
を
示
す
に
留
め
た
い
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
諏
訪
本
に
は
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」

と
「
宋
鑑
」
が
冠
さ
れ
て
お
り
、
日
本
に
か
つ
て
二
者
を
付
し
た
『
全
傳
』
が
存

在
し
た
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。

二
―
五
、
寶
翰
樓

寶
翰
樓
は
朙
末
か
ら
淸
代
に
か
け
て
蘇
州
で
活
動
し
た
書
肆
で
、
そ
の
刊
本
に

は
主
と
し
て
封
面
に
「
吳
郡
寶
翰
樓
」、「
吳
門
寶
翰
樓
」、「
金
閶
寶
翰
樓
」
と
そ

堂
本
と
甲
本
で
は
「
馴
致
夷
狄
處
上
、
中
原
處
下
」
と
「
夷
狄
」
に
な
っ
て
い
る

部
分
が
、
無
窮
會
本
で
は
「
馴
致
邉
陲
處
上
」
と
埋
め
木
で
改
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
容
與
堂
本
と
甲
本
の
「
甘
心
屈
膝
於
犬
羊
已
矣
」
が
、
無
窮
會
本
で
は

「
甘
心
屈
膝
于
時
勢
已
矣
」
と
、
こ
れ
も
埋
め
木
で
改
刻
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
、
序
文
で
異
民
族
に
對
す
る
蔑
稱
を
埋
め
木
で
改
刻
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

淸
初
修
本
と
す
る
說
が
あ
る（

（1
（

。
な
お
、
無
窮
會
本
に
は
「
由
」
の
避
諱
、
插
增
二

十
回
分
に
關
わ
る
記
述
は
存
在
し
な
い
。

和
刻
本
は
無
窮
會
本
と
祖
本
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
の
關
係
に
あ
り（

（1
（

、
享
保
十
三

年
（
一
七
二
八
）
に
刊
行
さ
れ
た
百
回
本
の
第
一
回
か
ら
第
十
回
で
あ
る
。
和
刻

本
は
「
夷
狄
」、「
犬
羊
」
の
文
言
を
は
ば
か
る
必
要
が
な
い
た
め
、
そ
の
ま
ま
用

い
て
お
り
、「
由
」
の
避
諱
、
插
增
二
十
回
分
も
な
い
。

二
―
三
、
宋
鑑

「
宋
鑑
」
は
、
甲
本
と
諏
訪
本
の
み
冠
す
。
た
だ
し
、
同
類
の
內
容
が
『
宋

史
』、『
宋
史
紀
事
本
末
』、『
宋
元
通
鑑
』、
及
び
、『
水
滸
傳
』
七
十
回
本
の
卷
二

「
宋
史
目
」
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
內
容
は
徽
宗
帝
の
時
代
に
宋
江
以
下
三
十
六
人

が
反
亂
を
起
こ
し
、
張
叔
夜
が
そ
れ
を
收
拾
し
て
投
降
さ
せ
た
話
で
あ
る
。

ま
た
、『
全
傳
』
の
歬
付
「
出
像
評
點
忠
義
水
滸
全
傳
發
凢
」
に
、「
況
「
宋

鑑
」
及
「
宣
和
遺
事
」
姓
名
人
數
、
實
㊒
可
徵
」
と
あ
り
、「
宋
鑑
」
の
名
が
見

ら
れ
る
。
竝
列
さ
れ
て
い
る
「
宣
和
遺
事
」
は
『
大
宋
宣
和
遺
事
』
の
こ
と
。
徽

宗
に
つ
い
て
の
一
代
記
が
大
半
を
占
め
る
ほ
か
、
梁
山
泊
に
關
す
る
話
が
出
て
く

る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
。

二
―
四
、
序
が
な
く
な
っ
た
理
由

本
章
冐
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、
乙
グ
ル
ー
プ
以
降
、
歬
付
は
「
讀
忠
義
水
滸
全



水
滸
傳
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
つ
い
て

九
五

「
諏
」
と
略
稱
を
用
い
る
。

Ａ
、
第
九
十
四
回
第
一
葉
裏
第
十
行
～
第
二
葉
表
第
一
行
。
最
も
大
き
な
異
同

で
、
パ
ー
ツ
を
組
み
か
え
て
い
る
か
の
よ
う
に
語
順
が
異
な
っ
て
い
る
。

甲
．
宋
江
敎
蕭
讓
取
歬
日
照
依
許
貫
忠
圖
畫
另
冩
成
的
一
軸
、
付
與
盧
俊
義
。

乙
．
宋
江
又
取
歬
日
敎
蕭
讓
照
依
□
貫
忠
圖
畫
另
冩
成
一
軸
、
付
與
盧
俊
義
。

甲
本
の
意
味
は
「
宋
江
は
蕭
讓
に
、
先
日
許
貫
忠
の
繪
に
よ
っ
て
も
う
一
枚
描

い
た
一
幅
を
取
っ
て
、
盧
俊
義
に
與
え
さ
せ
た
」
と
な
り
、
乙
グ
ル
ー
プ
は
「
宋

江
は
そ
れ
か
ら
、
先
日
蕭
讓
に
許
貫
忠
の
繪
に
よ
っ
て
も
う
一
枚
描
か
せ
た
一
幅

を
取
っ
て
、
盧
俊
義
に
與
え
た
」
と
な
る
。

ま
ず
、
繪
を
與
え
る
動
作
が
、
甲
本
は
宋
江
が
蕭
讓
に
命
じ
て
盧
俊
義
に
與
え

さ
せ
て
い
る
が
、
乙
グ
ル
ー
プ
は
宋
江
が
盧
俊
義
に
直
接
與
え
て
い
る
違
い
が
あ

る
。
ま
た
、
繪
を
も
う
一
幅
描
い
た
人
物
が
、
甲
本
は
誰
か
は
っ
き
り
し
な
い

が
、
乙
グ
ル
ー
プ
は
蕭
讓
（
著
名
な
書
家
）
が
描
い
て
い
る
こ
と
が
朙
確
に
な
っ

て
い
る
。

さ
て
、
諏
訪
本
の
正
文
は
、

諏
．
宋
江
又
取
歬
日
敎
蕭
讓
照
依
□
貫
忠
圖
畫
另
冩
成
一
軸
、
付
與
盧
俊
義
。

と
あ
り
、
乙
グ
ル
ー
プ
の
文
言
に
一
致
す
る
。「
許
貫
忠
」
の
「
許
」
が
底
本
で

判
讀
で
き
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、「
□
」
と
抄
寫
さ
れ
て
い
る
。

總
じ
て
、
甲
本
か
ら
乙
グ
ル
ー
プ
へ
の
改
刻
は
動
作
の
主
體
が
宋
江
に
統
一
さ

れ
、
繪
は
書
家
の
蕭
讓
が
描
い
た
こ
と
を
朙
確
に
す
る
效
果
が
あ
る
と
言
え
る
。

Ｂ
、
第
九
十
四
回
第
二
葉
裏
第
三
行
。

甲
．
宋
江
在
馬
上
、
遙
見
歬
面
㊒
座
山
嶺
、
多
樣
時
、
方
到
山
歬
、
却
在
馬
首

之
右
。

乙
．
宋
江
在
馬
上
、
遙
見
歬
面
㊒
座
山
嶺
、
多
樣
時
、
漸
近
山
下
、
却
在
馬
首

の
名
が
刻
さ
れ
る
ほ
か
、
封
面
に
「
寶
翰
樓
藏
書
記
」、「
學
畊
堂
珍
賞
」、「
意
趣

不
凢
」
等
の
印
記
が
押
さ
れ
る
こ
と
が
ま
ま
あ
る
。
寶
翰
樓
に
つ
い
て
は
、
笠
井

直
美
氏
「
吳
郡
寶
翰
樓
書
目（

（1
（

」、「
吳
郡
寶
翰
樓
初
探（

（1
（

」
に
詳
し
い
。
笠
井
氏
に
よ

れ
ば
、
寶
翰
樓
の
刊
行
し
た
書
物
の
多
く
は
別
の
書
肆
が
刊
刻
し
た
版
木
を
利
用

し
て
出
版
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
い
う
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
寶
翰
樓
の
名

は
大
部
分
が
封
面
に
見
ら
れ
る
の
み
で
、
序
や
正
文
の
版
心
に
は
別
の
書
肆
の
名

が
刻
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

さ
ら
に
、
筆
者
が
調
査
し
た
一
例
を
擧
げ
る
と
、『
四
書
註
疏
大
全
合
纂
』（
天

理
大
學
附
屬
天
理
圖
書
館
藏
本
）
が
あ
り
、
こ
の
刊
本
も
や
は
り
封
面
の
寶
翰
樓
以

外
に
書
肆
の
名
は
な
く
、
封
面
縱
書
「
張
天
如
先
生
評
訂
註
疏
／
四
書
大
全
／
吳

門
寶
翰
樓
梓
」、
封
面
に
朱
文
方
印
「
意
趣
不
凢
」、
白
文
方
印
「
析
疑
賞
竒
」
と

あ
る
。
寶
翰
樓
と
「
意
趣
不
凢
」
は
關
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
寶
翰
樓
の
出
版
し
た
『
水
滸
傳
』
は
二
種
知
ら
れ
て
お
り
、
一
つ
は
乙

グ
ル
ー
プ
の
『
全
傳
』、
も
う
一
つ
は
文

本
の
『
水
滸
傳
全
本
』
三
十
卷
本
で

あ
る
。
後
者
の
封
面
に
は
朱
印
「
寶
翰
樓
章
」
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

第
三
章
　
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
相
違
・
そ
の
二
「
正

」

甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
正
文
の
異
同
は
、
異
版
部
分
と
同
版
部
分
の
雙
方
に
存

在
す
る
。

三
―
一
、
異
版
部

の
異
同

笠
井
氏
論
文
で
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
朙
ら
か
な
異
同
は
第
九
十
四
回
第
一
～

四
葉
に
存
在
す
る（

（1
（

。
こ
の
部
分
は
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
は
異
版
で
あ
り
、
乙
グ

ル
ー
プ
が
新
た
に
版
木
を
彫
り
直
し
て
い
る
。
以
下
に
異
同
の
例
を
六
つ
擧
げ

る
。
各
版
本
に
は
標
點
が
付
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
誤
り
が
あ
る
た
め
、
引
用

し
た
正
文
の
標
點
は
筆
者
に
よ
る
。
な
お
、
乙
グ
ル
ー
プ
は
「
乙
」、
諏
訪
本
は
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○
」
の
二
文
字
を
埋
め
ね
ば
な
ら
ず
、
對
句
が
「
雁
が
列
に
な
っ
て
行
く
」
で
あ

る
か
ら
、「
鱗
が
び
っ
し
り
竝
ぶ
」
こ
と
を
表
そ
う
と
し
た
か
。

Ｄ
、
第
九
十
四
回
第
二
葉
裏
第
九
行
。

甲
．
宋
江

喚
降
將
耿
恭
問
衟
、
你
在
此
久
、
必
知
此
山
來
歷
、
若
依
許
貫
忠

圖
上
、
此
山
在
州
城
東
、
當
叫
做
天
池
嶺
。

乙
．
宋
江

喚
降
將
耿
恭
問
衟
、
你
在
此
久
、
必
知
此
山
來
歷
、
若
依
許
貫
忠

圖
上
、
房
山
在
州
城
東
、
當
叫
做
天
池
嶺
。

甲
は
「
こ
の
山
」
と
あ
り
、
乙
は
「
房
山
」
と
具
體
的
に
な
っ
て
い
る
も
の

の
、
あ
え
て
具
體
的
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
な
い
。
諏
訪
本
は
、

諏
．
宋
江

喚
降
將
耿
恭
問
衟
、
你
在
此
久
、
必
知
此
山
來
歷
、
若
依
許
貫
忠

圖
上
、
房
山
在
州
城
東
、
當
叫
做
天
池
嶺
。

と
あ
っ
て
、
こ
こ
も
乙
グ
ル
ー
プ
に
一
致
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
同
樣
、「
○
○

在
州
城
東
」
の
二
字
を
補
う
必
要
が
あ
り
、「
此
山
」
の
話
を
し
て
い
る
こ
と
は

朙
ら
か
で
あ
る
か
ら
、
繰
り
﨤
し
を
嫌
っ
て
㊒
名
な
房
山
の
名
を
補
っ
た
か
。

Ｅ
、
第
九
十
四
回
第
三
葉
表
第
五
行
。

甲
．
不
則
一
日
、
來
到
壺
關
之
南
、
離
關
五
里
下
寨
。
那
箇
壺
關
原
在
山
之
東

麓
。
山
形
似
壺
、
漢
時
始
置
關
于
此
、
因
此
叫
做
壺
關
。

乙
．
不
則
一
日
、
來
到
壺
關
之
南
、
離
關
五
里
下
寨
。
却
說
壺
關
原
在
山
之
東

麓
。
山
形
似
壺
、
漢
時
始
置
關
于
此
、
因
此
叫
做
壺
關
。

甲
は
「
そ
の
壺
關
は
も
と
も
と
山
の
東
麓
に
あ
る
」
と
、
歬
を
受
け
て
續
く

が
、
乙
は
「
さ
て
壺
關
は
云
々
」
と
、「
却
說
」
を
置
い
て
、
壺
關
に
つ
い
て
語

り
始
め
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
か
。
諏
訪
本
の
文
言
は
、

諏
．
不
則
一
日
、
來
到
壺
關
之
南
、
離
關
五
里
下
寨
。
却
說
壺
關
原
在
山
之
東

之
右
。

甲
本
は
、
宋
江
の
軍
隊
が
「
た
っ
た
今
、
山
の
ふ
も
と
に
到
着
し
た
」、
乙
グ

ル
ー
プ
は
「
ま
も
な
く
、
山
の
ふ
も
と
に
到
着
す
る
」
の
意
。
到
着
し
て
い
る
必

要
も
な
く
、
途
上
で
あ
る
必
要
も
な
く
、
い
ず
れ
に
せ
よ
大
き
く
文
脉
が
變
わ
る

場
面
で
は
な
い
。
諏
訪
本
の
正
文
を
確
認
す
る
と
、

諏
．
宋
江
在
馬
上
、
遙
見
歬
面
㊒
座
山
嶺
、
多
樣
時
、
漸
近
山
下
、
却
在
馬
首

之
右
。

と
あ
り
、
乙
グ
ル
ー
プ
に
一
致
し
て
い
る
。
乙
グ
ル
ー
プ
（
及
び
諏
訪
本
の
底
本
）

は
、
何
ら
か
の
理
由
で
、「
宋
江
在
馬
上
、
遙
見
歬
面
㊒
座
山
嶺
、
多
樣
時
、
○

○
○
○
、
却
在
馬
首
之
右
」
の
四
文
字
の
部
分
を
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
推
定
で
き
る
。「
宋
江
が
馬
上
で
遠
く
を
見
る
と
山
が
あ
り
、
し
ば
ら
く
す
る

と
、
○
○
○
○
、
馬
首
の
右
側
に
あ
る
」
と
い
う
文
脉
に
相
應
し
い
四
文
字
を
入

れ
る
と
す
れ
ば
、
山
に
到
着
す
る
か
到
着
し
な
い
か
が
妥
當
な
と
こ
ろ
と
言
え
よ

う
。

Ｃ
、
第
九
十
四
回
第
二
葉
裏
第
五
～
六
行
。

甲
．
萬
疊
流
嵐
鱗
密
次
、	

數
峰
連
峙
雁
成
行
。

　
　

嶺
顛
崖
石
如
城
郭
、	

插
天
雲
木
遶
蒼
蒼
。

乙
．
萬
疊
流
嵐
鱗
次
密
、	

數
峰
連
峙
雁
成
行
。

　
　

嶺
顛
崖
石
如
城
郭
、	

插
天
雲
木
遶
蒼
蒼
。

甲
の
「
密
次
」、
乙
の
「
次
密
」、
い
ず
れ
に
し
て
も
意
味
に
大
き
な
違
い
は
な

く
、
平
仄
に
も
影
響
を
與
え
な
い
。
諏
訪
本
の
文
言
は
、

諏
．
萬
疊
流
嵐
鱗
次
密
、
數
峰
連
峙
雁
成
行
。

　
　

嶺
顛
崖
石
如
城
郭
、
插
天
雲
水（

（1
（

遶
蒼
蒼
。

で
あ
り
、
や
は
り
乙
グ
ル
ー
プ
に
一
致
す
る
。
こ
の
部
分
も
「
萬
疊
流
嵐
鱗
○



水
滸
傳
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
つ
い
て

九
七

三
―
二
、
同
版
部

の
異
同

以
下
に
、
同
版
部
分
の
異
同
の
例
を
擧
げ
る
。
異
同
が
見
ら
れ
る
部
分
は
、
埋

め
木
で
改
刻
さ
れ
て
い
る
。

Ｇ
、
第
二
十
二
回
第
十
三
葉
裏
の
評
。

甲
．
評　

美
髯
公
義
重
如
山
、
百
計
爲
公
朙
商
量
躱
避
之
策
、
實
是
情
至
。
若

縣
尹
、
一
片
肝
腸
如
☃
如
雲
、
淺
淺
了
公
朙
。

乙
．
評　

美
髯
公
義
重
如
山
、
百
計
爲
公
朙
商
量
躱
避
之
策
、
實
是
情
至
。
若

縣
尹
、
一
片
肝
腸
如
☃
如
雲
、
可
謂
賢
甚
。

こ
の
評
の
意
味
は
、
美
髯
公
（
朱
仝
）
は
義
を
重
ん
じ
る
こ
と
は
山
の
よ
う

で
、
あ
れ
こ
れ
手
段
を
盡
く
し
て
宋
江
を
迯
が
し
、
極
め
て
情
に
厚
い
こ
と
を
襃

め
て
い
る
。
さ
ら
に
對
と
な
る
知
縣
は
心
中
が

白
で
あ
り
、
甲
本
は
「
淺
淺
了

公
朙
」
と
續
く
も
の
の
、
筆
者
は
こ
の
意
味
が
理
解
し
得
な
い
。
第
二
十
一
回
で

宋
江
が
閻
婆
惜
を
殺
害
し
、
第
二
十
二
回
は
そ
れ
に
續
く
話
で
あ
る
。「
淺
淺
了

公
朙
」
は
縣
尹
が
公
朙
（
宋
江
）
を
放
出
し
た
こ
と
を
評
し
て
い
る
は
ず
で
、
第

二
十
二
回
に
描
か
れ
て
い
る
縣
尹
の
言
動
を
確
認
し
て
み
る
と
、
た
と
え
ば
、

「
知
縣
朙
知
他
（
筆
者
㊟
、
唐
牛
兒
）
不
知
情
、
一
心
要
救
宋
江
、
只
把
他
來
勘

問
」、「
知
縣
本
不
肯
行
移
、
只
要
朦
朧
做
在
唐
牛
兒
身
上
、
日
後
自
慢
慢
地
出
他

（
筆
者
㊟
、
宋
江
）」
と
、
知
縣
が
罪
を
唐
牛
兒
に
か
ぶ
せ
、
何
と
か
し
て
宋
江
を

迯
が
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
宋
江
を
か
ば
っ
て
迯
亡
に
協
力

し
た
朱
仝
と
同
じ
こ
と
で
、
知
縣
に
對
す
る
評
も
襃
め
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

と
こ
ろ
が
「
淺
淺
了
公
朙
」
で
は
意
味
が
分
か
り
に
く
い
た
め
、
乙
は
「
知
縣
は

賢
朙
と
言
え
る
」
と
表
現
を
改
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
諏
訪
本
の
評
を
確
認
す
る
と
、

諏
．
評　

美
髯
公
義
重
如
山
、
百
計
爲
公
朙
商
量
躱
避
之
策
、
實
是
情
至
。
若

縣
尹
、
一
片
肝
腸
如
☃
如
雲
、
可
謂
賢
甚
。

麓
。
山
形
似
壺
、
漢
時
始
置
關
于
此
、
因
此
叫
做
壺
關
。

と
、
や
は
り
乙
グ
ル
ー
プ
に
一
致
す
る
。
こ
の
部
分
も
、「
○
○
壺
關
原
在
山
之

東
麓
」
の
二
文
字
を
補
う
必
要
が
あ
り
、
文
脉
は
壺
關
に
到
着
し
、
以
下
に
壺
關

の
說
朙
が
續
く
こ
と
か
ら
、
小
說
で
よ
く
使
用
さ
れ
る
、
歬
を
受
け
て
後
ろ
に
つ

な
げ
る
「
却
說
」
を
補
っ
た
と
推
定
し
た
い
。

Ｆ
、
第
九
十
四
回
第
三
葉
裏
第
九
行
。

甲
．
士
奇
整
點
馬
軍
一
萬
、
同
史
定
、
竺
敬
、
仲
良
隨　

披
掛
上
馬
、
領
兵
出

關
迎
敵
、
與
宋
兵
對
陣
。

乙
．
士
奇
整
點
馬
軍
一
萬
、
同
史
定
、
竺
敬
、
仲
良
各
各
披
掛
上
馬
、
領
兵
出

關
迎
敵
、
與
宋
兵
對
陣
。

甲
は
、
三
人
が
「
す
ぐ
に
鎧
を
身
に
着
け
て
馬
に
乘
っ
た
」、
乙
は
、
三
人
が

「
そ
れ
ぞ
れ
云
々
」
の
意
と
な
る
。
諏
訪
本
は
、

諏
．
士
奇
整
點
馬
軍
一
萬
、
同
史
定
、
竺
敬
、
仲
良
各
各
披
掛
上
馬
、
領
兵
出

關
迎
敵
、
與
宋
兵
對
陣
。

で
あ
り
、
こ
の
部
分
も
乙
グ
ル
ー
プ
に
一
致
し
て
い
る
。
や
は
り
、「
同
史
定
、

竺
敬
、
仲
良
○
○
披
掛
上
馬
」
の
二
字
を
補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
三
人
の
名
歬

が
竝
列
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
そ
れ
ぞ
れ
」
を
當
て
た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
Ｂ
か
ら
Ｆ
は
、
い
ず
れ
に
し
て
も
大
き
く
文
脉
に
關
わ
る
異
同
で
は
な

い
。
甲
本
か
ら
乙
グ
ル
ー
プ
に
版
木
が
移
り
、
第
九
十
四
回
第
一
～
四
葉
の
版
木

を
何
ら
か
の
理
由
で
彫
り
直
す
必
要
が
生
じ
て
、
一
部
分
だ
け
字
數
を
變
え
な
い

よ
う
意
識
し
て
文
言
を
改
め
て
い
る
こ
と
は
閒
違
い
な
い
。
そ
の
際
に
な
ぜ
北
大

本
の
印
本
を
探
さ
な
か
っ
た
の
か
等
、
今
後
の
檢
討
課
題
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

九
八

稿
で
は
李
玄
伯
舊
藏
本
に
代
表
さ
せ
る
。
李
玄
伯
舊
藏
本
の
版
式
は
四
周
單
邊
、

無
界
十
行
二
十
二
字
、
版
心
白
口
㊒
界
「
水
滸
傳　

第
一
回　

一
」。
歬
付
に
い

わ
ゆ
る
「
大
滌
餘
人
序
」
三
葉
（
闕
第
一
葉
～
二
葉
表
）
と
目
錄
十
一
葉
、
圖
五
十

葉
（
闕
第
二
十
七
葉
表
、
第
五
十
葉
）
を
冠
す
る
。

芥
子
園
本
の
刊
行
年
は
不
朙
で
あ
り
、
版
式
は
四
周
單
邊
（
㊒
上
層
）、
無
界
十

行
二
十
二
字
、
版
心
㊒
魚
尾
「
水
滸
傳　

第
一
回　

一　

芥
子
園
藏
板
」。
歬
付

に
「
大
滌
餘
人
序
」
三
葉
（
闕
第
一
葉
表
、
第
二
葉
）
と
目
錄
十
一
葉
、
圖
五
十
葉

を
冠
す
る
。
さ
ら
に
、
三
多
齋
本（

（2
（

も
不
分
卷
百
回
本
に
屬
す
る
が
、
芥
子
園
本
の

重
印
と
さ
れ
る（

（2
（

の
で
、
こ
こ
で
は
芥
子
園
本
に
代
表
さ
せ
る
。

不
分
卷
百
回
本
と
百
二
十
回
本
の
關
係
は
、
分
卷
百
回
本
→
不
分
卷
百
回
本
→

百
二
十
回
本
と
假
定
し
た
ほ
う
が
說
朙
が
つ
き
や
す
い
と
の
先
行
硏
究（

（2
（

が
あ
る

が
、
筆
者
は
現
時
點
で
は
斷
定
を
避
け
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
、
不
分
卷
百
回
本
と
諏
訪
本
を
加
え
、
第
六
十
九
回
の
異
同
を

整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
李
玄
伯
舊
藏
本
は
現
存
す
る
の
が
歬

付
か
ら
第
四
十
四
回
の
た
め
、
芥
子
園
本
（「
芥
」
と
示
す
）
の
み
を
扱
う
。

芥
．
豈
不
聞
古
人
人
㊒
言
。

甲
．
豈
不
聞
古
人
人
㊒
言
。

乙
．
豈
不
聞
古
人
曾
㊒
言
。

諏
．
豈
不
聞
古
人
曾
㊒
言
。

乙
グ
ル
ー
プ
と
諏
訪
本
で
は
「
人
→
曾
」
と
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
人
人
」
と
重
複
し
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
い
た
寶
翰
樓
（
あ
る
い
は
別
の
書
肆
）
が
、

衍
字
を
埋
め
木
で
修
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
章
と
第
三
章
で
檢
證
し
た
よ
う
に
、
諏
訪
本
は
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の

特
色
を
㊒
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
歬
付
は
甲
本
に
一
致
し
、
正
文
は
乙
グ
ル
ー
プ

と
あ
り
、
乙
グ
ル
ー
プ
に
一
致
す
る
。
諏
訪
本
の
底
本
は
、
埋
め
木
で
改
刻
さ
れ

た
後
に
刷
ら
れ
た
版
本
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

Ｈ
、
第
六
十
九
回
第
十
葉
表
第
五
～
六
行
。

甲
．
豈
不
聞
古
人
人
㊒
言
。

乙
．
豈
不
聞
古
人
曾
㊒
言
。

甲
本
は
「
人
人
」
と
重
複
し
て
お
り
、
二
つ
目
の
「
人
」
は
衍
字
と
思
わ
れ

る
。
版
面
で
は
、
一
つ
目
の
「
人
」
が
最
終
第
二
十
二
字
目
に
あ
り
、
二
つ
目
の

「
人
」
が
次
の
行
の
第
一
字
目
で
、「
豈
不
聞
古
人
／
人
㊒
言
」
と
な
っ
て
い
る
。

版
下
を
作
る
時
點
で
、
誤
っ
て
「
人
」
を
二
度
書
い
て
し
ま
っ
た
か
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
二
つ
目
の
「
人
」
は
不
要
な
文
字
で
あ
り
、
衍
字
と
な
る
。

他
版
本
の
狀
況
を
確
認
す
る
と
、
分
卷
百
回
本
の
容
與
堂
本
（
北
京
本
）「
豈
不

聞
古
人
㊒
言
」、
分
卷
百
回
本
の
鍾
伯
敬
本
「
豈
不
聞
古
人
㊒
言
」、
不
分
卷
百
回

本
の
無
窮
會
本
「
豈
不
聞
古
人
㊒
言
」
と
あ
り
、
と
も
に
「
人
」
は
一
つ
で
あ

る
。
な
お
、
鍾
伯
敬
本（

（1
（

は
容
與
堂
本
（
天
理
本
）
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
分
卷
百

回
本
で
あ
り（

（2
（

、
刊
行
年
は
不
朙
。
版
式
は
四
周
單
邊
、
無
界
十
二
行
二
十
六
字
、

版
心
白
口
㊒
魚
尾
「
批
評
水
滸
傳　

卷
之
一　

一
」
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
芥
子
園
本（

（2
（

は
「
豈
不
聞
古
人
人
㊒
言
」
と
「
人
」
が
重
複
す
る
。

芥
子
園
本
は
、
不
分
卷
百
回
本
で
あ
る
。
不
分
卷
百
回
本
は
百
二
十
回
本
と
密
接

な
關
係
に
あ
り
、
笠
井
氏
論
文
に
も
、
不
分
卷
百
回
本
の
李
玄
伯
舊
藏
本
、
遺
香

堂
本
、
芥
子
園
本
は
、
百
二
十
回
本
と
版
式
や
正
文
等
が
酷
似
し
て
い
る
と
の
論

證
が
あ
る（

（2
（

。
こ
の
李
玄
伯
舊
藏
本
、
遺
香
堂
本
、
芥
子
園
本
は
い
か
な
る
版
本
な

の
か
。

李
玄
伯
舊
藏
本（

（2
（

の
刊
行
は
、
淸
代
以
降
の
可
能
性
が
高
く
（
後
述
）、
遺
香
堂

本（
（2
（

と
同
版
の
蓋
然
性
が
高
い
と
さ
れ
る（

（2
（

。
筆
者
は
遺
香
堂
本
を
未
見
の
た
め
、
本



水
滸
傳
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
つ
い
て

九
九

第
四
章
　
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
相
違
・
そ
の
三
「
圖
題
」

四
―
一
、『
全
傳
』
と
不

卷
百
回
本
と
の
關
係

不
分
卷
百
回
本
に
屬
す
る
李
玄
伯
舊
藏
本
、
芥
子
園
本
の
圖
は
、『
全
傳
』
の

圖
と
極
め
て
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
し
、
似
て
い
る
が
互
い
に
異
版
で
あ
る
。
圖

の
竝
び
方
は
同
一
で
、
百
回
本
は
全
五
十
葉
、
百
二
十
回
本
の
『
全
傳
』
は
全
六

十
葉
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
そ
の
他
、
圖
題
の
字
體
と
位
置
、
文
言
に
相
違
が
存

在
し
、
百
回
本
は
篆
書
で
版
心
の
中
央
に
、『
全
傳
』
は
楷
書
で
下
象
鼻
に
刻
さ

れ
る
。
く
り
﨤
し
に
な
る
が
、
李
玄
伯
舊
藏
本
、
芥
子
園
本
、『
全
傳
』
の
圖
は

異
版
で
あ
る
が
酷
似
し
て
い
て
、
圖
の
竝
ぶ
順
序
も
同
じ
で
あ
る
。
い
ず
れ
か

が
、
い
ず
れ
か
に
依
據
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
三
者
の
圖
の
關
係
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
、
芥
子
園
本
が
李
玄
伯
舊
藏
本
の
覆
刻
で
あ
る
こ
と
が
先
行
硏
究
で
論

證
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。

次
に
、
刻
工
名（

（3
（

を
指
標
に
し
て
年
代
を
割
り
出
す
と
、『
全
傳
』（
甲
本
、
乙
グ

ル
ー
プ
、
諏
訪
本
と
も
に
共
通
）
の
圖
第
五
葉
裏
、
第
五
十
二
葉
表
、
第
五
十
六
葉

裏
に
そ
れ
ぞ
れ
「
劉
君
裕
刻
」
が
あ
る
。
劉
君
裕
の
活
動
年
代
は
、
萬
曆
末
か
ら

崇
禎
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
李
玄
伯
舊
藏
本
に
は
、
圖
第
一
葉
表
「
新

安
黃
誠
之
刻
」、
圖
第
三
葉
裏
「
新
安
黃
子
立
刊
」、
圖
第
五
葉
裏
「
黃
誠
之
刻
」、

圖
第
六
葉
表
「
新
安
劉
諬
先
刻
」、
圖
第
九
葉
裏
「
劉
諬
先
刻
」
が
確
認
で
き

る
。
黃
誠
之
は
黃
一
遂
と
さ
れ
、
活
動
年
代
は
淸
代
以
降
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
芥
子
園
本
に
は
、
圖
第
一
葉
表
「
白
南
軒
刻
」、
圖
第
五
葉
裏
「
黃
誠

之
刻
」、
圖
第
六
葉
表
「
新
安
劉
諬
先
刻
」
と
刻
さ
れ
、
三
多
齋
本
も
同
樣
で
あ

る
が
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
芥
子
園
本
は
李
玄
伯
舊
藏
本
の
覆
刻
で
あ
り
、
こ
こ

で
は
詳
細
は
省
く
。
以
上
、
笠
井
氏
の
論
證
（
㊟
30
）
に
あ
る
よ
う
に
、
刻
工
名

か
ら
得
ら
れ
る
情
報
で
は
、『
全
傳
』
の
ほ
う
が
、
李
玄
伯
舊
藏
本
よ
り
も
彫
ら

に
一
致
し
て
い
た
。
諏
訪
本
に
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
が
存
在
す

る
理
由
と
し
て
は
、
可
能
性
が
二
通
り
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
諏
訪
本
が
わ
ざ

わ
ざ
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
を
加
え
て
抄
寫
し
た
こ
と
。
た
だ

し
、
諏
訪
本
は
、
底
本
の
字
體
ま
で
忠
實
に
臨
寫
し
よ
う
と
し
た
寫
本
で
あ
り
、

假
に
『
全
傳
』
以
外
の
版
本
か
ら
敢
え
て
書
き
寫
し
た
な
ら
ば
、
一
―
二
で
も
確

認
し
た
よ
う
に
、
鍾
伯
敬
本
を
用
い
て
補
配
を
行
っ
た
場
合
は
版
心
に
朙
記
し
て

い
た
例
か
ら
考
え
て
、
何
の
斷
り
も
な
く
底
本
と
異
な
る
書
き
足
し
は
行
わ
な
か

っ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
た
だ
し
、
諏
訪
本
の
底
本
の
時
點
で
、
複
數

の
版
本
が
取
り
合
わ
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

も
う
一
つ
想
定
し
う
る
の
は
、
諏
訪
本
の
底
本
が
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
過

渡
朞
に
あ
っ
た
た
め
、
歬
付
は
甲
本
の
狀
態
で
あ
り
な
が
ら
、
正
文
は
乙
グ
ル
ー

プ
に
據
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、

乙
グ
ル
ー
プ
の
書
肆
が
禁
書
處
分
を
恐
れ
て
序
文
を
取
り
去
る
歬
の
段
階
で
あ

り
、
諏
訪
本
の
底
本
に
は
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
が
存
在
し
た
た

め
抄
寫
し
た
こ
と
に
な
る
。

諏
訪
本
を
『
全
傳
』
版
本
の
變
遷
圖
に
位
置
付
け
る
と
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

甲
本	

乙
グ
ル
ー
プ

※
國
博
本
は
取
り
合
わ
せ
本
の
た
め
遷
移
圖
に
は
含
め
な
い
。

高
辻
本
・
古
義
堂
本

光
丘
本

漢
籍
コ
ー
ナ
ー
本

北
大
本

倉
石
本

德
山
毛
利
本

諏
訪
本
の
底
本
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乙
．「
渡
河
征
田
虎
」（
第
九
十
一
回
）、「
發
矢
中
楊
端
」（
第
九
十
二
回
）

諏
．「
渡
河
征
田
虎
」（
第
九
十
一
回
）、「
發
矢
中
楊
端
」（
第
九
十
二
回
）

と
あ
り
、
乙
グ
ル
ー
プ
と
諏
訪
本
は
、
圖
第
四
十
七
葉
と
圖
題
が
重
複
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
重
複
が
起
き
た
の
は
、
甲
本
の
圖
題
が
正
し
く
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す

る
の
で
は
な
い
か
。
圖
は
正
文
が
展
開
す
る
順
序
で
竝
ん
で
お
り
、
甲
本
の
よ
う

に
第
百
六
回
の
圖
題
が
出
た
後
で
、
數
の
若
い
第
九
十
一
、
九
十
二
回
の
圖
題
に

戾
る
の
で
は
お
か
し
い
。
甲
本
の
圖
第
四
十
七
葉
と
圖
第
五
十
三
葉
の
圖
題
は
、

本
來
逆
で
な
け
れ
ば
正
文
の
順
序
と
合
わ
な
い
（
圖
の
竝
び
は
こ
の
ま
ま
で
構
わ
な

い
）。
こ
れ
に
氣
づ
い
た
乙
グ
ル
ー
プ
の
書
肆
が
、
圖
第
四
十
七
葉
の
圖
題
を
正

文
第
九
十
一
、
九
十
二
回
に
合
う
よ
う
改
刻
し
た
も
の
の
、
圖
第
五
十
三
葉
の
圖

題
は
修
正
す
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
圖
題
が
重
複
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
な
お
、『
全
傳
』
を
覆
刻
し
た
『
忠
義
水
滸
全
書
』
は
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー

プ
で
見
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
誤
り
を
正
し
く
改
め
て
い
る
。

さ
ら
に
㊟
目
す
べ
き
は
、
こ
の
圖
題
の
異
同
が
插
增
二
十
回
分
で
起
き
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
圖
第
四
十
七
葉
、
圖
第
五
十
三
葉
の
歬
後
に
範
圍
を
廣
げ
て
圖
題

を
示
す
こ
と
に
し
た
い
。
同
時
に
不
分
卷
百
回
本
と
の
關
係
を
確
認
す
る
た
め
、

甲
本
と
李
玄
伯
舊
藏
本
（「
李
」
と
略
す
）
を
例
に
擧
げ
て
、
二
者
の
圖
の
葉
と
圖

題
、
及
び
、
圖
題
に
對
應
す
る
正
文
の
回
數
を
圖
示
す
る
（
表
１
）。

插
增
部
分
は
『
全
傳
』
正
文
の
第
九
十
一
回
か
ら
第
百
十
回
で
、
圖
は
第
四
十

七
葉
か
ら
第
五
十
七
葉
に
相
當
す
る
。
百
二
十
回
本
は
、
第
九
十
回
の
後
ろ
に
、

田
虎
・
王
慶
征
討
の
故
事
二
十
回
を
加
え
て
、
第
百
十
一
回
の
方
臘
征
討
の
話
へ

と
つ
な
が
る
。
一
方
、
百
回
本
は
第
九
十
回
の
後
、
第
九
十
一
回
の
方
臘
征
討
へ

と
續
く
。
だ
か
ら
第
九
十
回
の
內
容
は
、
百
二
十
回
本
と
百
回
本
で
異
な
る
。
そ

れ
は
、
百
二
十
回
本
は
田
虎
征
討
へ
の
準
備
を
し
、
百
回
本
は
方
臘
征
討
へ
の
準

れ
た
時
朞
は
早
い
こ
と
に
な
る
。

四
―
二
、
圖
題
の
相
違

『
全
傳
』
の
圖
は
全
六
十
葉
・
百
二
十
幅
あ
る
も
の
の
、
百
二
十
回
の
各
話
に

對
應
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
第
九
十
六
回
に
相
當
す
る
圖
は
二
幅

あ
る
が
、
第
九
十
七
回
の
圖
は
存
在
し
な
い
。

版
心
の
下
象
鼻
に
刻
さ
れ
て
い
る
圖
題
の
中
に
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
閒
で
相

違
の
あ
る
も
の
が
二
つ
あ
る（

（3
（

。
甲
本
の
裝
訂
は
總
裏
打
ち
さ
れ
て
お
り
、
圖
は
版

心
部
分
の
傷
み
が
激
し
い
も
の
が
あ
り
、「
水
滸
全
傳
」
や
葉
數
、
圖
題
が
ま
ま

墨
で
加
筆
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
版
心
の
葉
數
に
つ
い
て
は
「
一
」、「
二
」、

「
四
十
七
」、「
五
十
三
」、「
五
十
四
」
な
ど
が
加
筆
さ
れ
て
い
る
が
、
墨
筆
は
葉

の
表
の
下
象
鼻
に
あ
っ
て
、
裏
の
下
象
鼻
に
は
僅
か
に
印
本
の
文
字
が
殘
っ
て
お

り
、
加
筆
さ
れ
た
數
字
が
も
と
の
葉
數
の
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
う
ち
「
四
十

七
」、「
五
十
三
」
に
當
た
る
葉
の
圖
題
に
相
違
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
二

者
の
圖
題
は
異
な
る
が
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
圖
自
體
は
同
版
で
、
圖
の
竝
び

方
も
同
じ
で
あ
る
。

ま
ず
、
圖
第
四
十
七
葉
の
圖
題
、
及
び
、
圖
題
に
對
應
す
る
正
文
の
回
數
を
確

認
す
る
と
、

甲
．「
李
俊
賺
城
門
」（
第
百
六
回
）、「
孫
安
斬
賊
□
」（
第
百
六
回
）

乙
．「
渡
河
征
田
虎
」（
第
九
十
一
回
）、「
發
矢
中
楊
端
」（
第
九
十
二
回
）

諏
．「
渡
河
征
田
虎
」（
第
九
十
一
回
）、「
發
矢
中
楊
端
」（
第
九
十
二
回
）

で
あ
る
。
甲
本
の
圖
題
は
正
文
第
百
六
回
に
相
當
し
、
乙
グ
ル
ー
プ
と
諏
訪
本
の

圖
題
は
第
九
十
一
回
、
第
九
十
二
回
に
當
た
る
。
と
こ
ろ
が
、
圖
第
五
十
三
葉
の

圖
題
を
見
る
と
、

甲
．「
渡
河
征
田
虎
」（
第
九
十
一
回
）、「
發
矢
中
楊
端
」（
第
九
十
二
回
）
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表１　「李」「甲」の圖題、及び圖題に對應する正文

「李」の圖題 正文 「甲」の圖題 正文
第 46葉 第 46葉
「遼國納表」
「五臺參禪」

89回
90 回

「遼國納降表＊」
「五臺參智眞」

89回
90 回

第 47葉
「李俊賺城門＊」
「孫安斬賊□＊」

106 回
106 回

第 48葉
「夢鬧天池嶺＊＊」
「計奪壺＊□…」

93回
94 回

第 49葉
「土神袪水□」
「塵尾擊泥龍」

95回
96 回

第 50葉
「困圍喬衟＊□」
「双戰瓊英女」（双ママ）

96 回
98 回

第 51葉
「神火□金磚＊」
「囚車解草寇」

99回
100 回

第 52葉
「衆女鬧新□＊」
「諸郡集舊寨」

104 回
105 回

第 53葉
「渡河征田虎＊」
「發矢中楊端＊」

91回
92 回

第 54葉
「調兵援西京」
「越□尋亡將＊」

106 回
108 回

第 55葉
「藏火燒小醜」
「□…」

108 回

第 56葉
「淸江殺叛逆＊＊」
「西市剮元兇＊＊」

109 回
109 回

第 47葉 第 57葉
「雙林渡射燕」
「□湖小結義」

90回
93 回

「秋林學射雁」
「太湖小結義」

110 回
113 回

＊ 痛みがあり、正文の內容や乙グループの圖題を參照

＊＊第 48 葉の「天池嶺」、第 56 葉の圖題は抄寫
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備
を
整
え
る
か
ら
で
あ
る
。

さ
て
、
甲
本
の
正
文
第
九
十
回
に
相
當
す
る
圖
題
を
確
認
す
る
と
、
圖
第
四
十

六
葉
裏
「
五
臺
參
智
眞
」、
正
文
第
百
十
回
に
相
當
す
る
圖
題
は
、
圖
第
五
十
七

葉
表
「
秋
林
學
射
雁
」
で
あ
る
。
ま
た
、
李
玄
伯
舊
藏
本
の
正
文
第
九
十
回
に
相

當
す
る
圖
題
は
、
圖
第
四
十
六
葉
裏
「
五
臺
參
禪
」
と
、
圖
第
四
十
七
葉
表
「
雙

林
渡
射
燕
」
で
あ
る
。

上
述
し
た
よ
う
に
、『
全
傳
』
と
不
分
卷
百
回
本
の
圖
は
極
め
て
よ
く
似
て
お

り
覆
刻
の
つ
な
が
り
に
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
二
者
の
圖
の
關
係
は
、
二
通
り
の
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、『
全
傳
』
が
、
不
分
卷
百
回
本
の
圖
第
四
十
六

葉
と
第
四
十
七
葉
の
閒
に
割
っ
て
入
る
形
で
插
增
二
十
回
分
の
圖
を
新
た
に
彫
り

起
こ
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
不
分
卷
百
回
本
が
、『
全
傳
』
の
圖
に
基
づ
き
、
不

要
な
插
增
部
分
を
取
り
去
り
覆
刻
し
た
。

圖
か
ら
だ
け
で
は
、
い
ず
れ
が
先
で
い
ず
れ
が
後
か
を
判
斷
す
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
甲
本
が
圖
題
の
順
序
を
誤
っ
て
い
た
事
例
を
考
え
る
と
、
新
た
に
插
增
部

分
を
彫
っ
た
際
に
手
違
い
が
起
き
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
で
あ

る
な
ら
ば
、
先
に
不
分
卷
百
回
本
の
圖
が
存
在
し
、
甲
本
は
そ
れ
を
用
い
て
、
二

十
回
分
を
足
し
た
上
で
覆
刻
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
四
―
一
で
考
察
し
た

よ
う
に
、
刻
工
名
か
ら
割
り
出
し
た
年
代
、
つ
ま
り
物
體
と
し
て
の
年
代
は
、

『
全
傳
』
が
先
で
、
李
玄
伯
舊
藏
本
が
後
で
あ
る
。

こ
の
相
違
は
、
李
玄
伯
舊
藏
本
と
『
全
傳
』
の
祖
本（

（3
（

が
あ
れ
ば
う
ま
く
說
朙
で

き
る
。
こ
の
祖
本
か
ら
枝
分
か
れ
し
て
、
李
玄
伯
舊
藏
本
と
『
全
傳
』
が
成
立
し

た
。
そ
う
す
れ
ば
、
先
行
硏
究
（
㊟
28
）
が
論
じ
る
よ
う
に
、
系
統
は
分
卷
百
回

本
→
不
分
卷
百
回
本
→
『
全
傳
』
で
問
題
な
く
、
圖
も
『
全
傳
』
は
不
分
卷
百
回

本
の
祖
本
に
基
づ
き
彫
り
起
こ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
不
分
卷

百
回
本
と
『
全
傳
』
の
關
係
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

以
上
、
第
二
章
か
ら
第
四
章
を
踏
ま
え
る
と
、
歬
付
、
正
文
、
圖
題
と
も
に
、

意
圖
し
て
變
更
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
甲
本
の
版
木
が
寶
翰
樓

（
あ
る
い
は
別
の
書
肆
）
に
移
っ
た
の
ち
、
正
文
と
圖
題
を
修
改
し
て
、
朙
末
ま
で

は
甲
本
の
歬
付
で
刊
行
し
て
い
た
も
の
の
、
淸
初
に
至
っ
て
禁
書
處
分
を
迯
れ
る

た
め
、
序
文
を
刪
除
し
、
以
後
そ
れ
が
繼
承
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
諏
訪
本
の
底
本
は
、
甲
本
の
版
木
が
乙
グ
ル
ー
プ
の
書
肆
に
移
り
、
正

文
と
圖
題
を
改
刻
し
て
、
甲
本
の
歬
付
で
刊
行
し
て
い
た
版
本
だ
っ
た
と
推
定
で

き
る
。
つ
ま
り
乙
グ
ル
ー
プ
の
書
肆
が
禁
書
處
分
を
恐
れ
て
序
文
を
取
り
去
る
歬

の
段
階
で
あ
り
、
諏
訪
本
の
底
本
に
は
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
が

存
在
し
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。
現
存
は
し
な
い
が
、
日
本
に
か
つ
て
二

者
を
付
し
た
中
閒
形
態
の
『
全
傳
』
が
存
在
し
た
可
能
性
が
高
い
。

版
木
の
流
れ
、
版
本
の
系
統
を
示
す
と
左
圖
の
よ
う
に
な
る
（
參
照
㊟
28
）。

結
　
語

『
全
傳
』
の
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
に
は
、
歬
付
、
正
文
、
圖
題
に
相
違
が
存
在

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
き
た
。『
全
傳
』
の
版
木
は
、
天
諬
以
降
朙
末
に
、
甲
本

の
北
大
本
を
刊
行
し
た
書
肆
か
ら
寶
翰
樓
（
あ
る
い
は
別
の
書
肆
）
に
移
り
、
當
初

李
玄
伯
舊
藏
本
・
遺
香
堂
本
・

芥
子
園
本
・
三
多
齋
本

百
二
十
回
本
又
は

百
回
本
の
祖
本

（
佚
本
）

分
卷
百
回
本

不
分
卷
百
回
本
の

祖
本
（
佚
本
）

無
窮
會
本

全
書
本

全
傳
本

寶
翰
樓

某
書
肆

北
大
本
の
書
肆

百
二
十
回
本

百
二
十
回
本

百
回
本

百
回
本

又
は

百
回
本



水
滸
傳
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
つ
い
て

一
〇
三

は
甲
本
の
歬
付
を
付
し
た
形
式
で
刊
行
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
甲
本

の
版
木
を
入
手
し
た
際
、
版
木
の
一
部
が
摩
耗
や
紛
失
な
ど
、
何
ら
か
の
理
由
で

新
た
に
彫
り
直
す
必
要
が
生
じ
て
改
刻
し
、
ま
た
圖
題
の
順
序
の
誤
り
な
ど
も
書

肆
の
見
識
か
ら
か
正
し
く
直
そ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
狀
態
で
刊
行
さ
れ
て
い
た

も
の
が
、
諏
訪
本
の
底
本
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
と
こ
ろ
が
、
淸
初
に
至
り
、

甲
本
の
歬
付
の
ま
ま
で
は
禁
書
處
分
を
受
け
る
恐
れ
が
出
て
き
た
。
同
時
朞
と
想

定
さ
れ
る
無
窮
會
本
は
危
險
な
蔑
稱
を
埋
め
木
で
改
刻
し
た
の
に
對
し
、
寶
翰
樓

（
あ
る
い
は
別
の
書
肆
）
は
序
文
を
ま
る
ご
と
取
り
去
っ
た
。
こ
の
乙
グ
ル
ー
プ
の

歬
付
が
以
後
繼
承
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
だ
か
ら
、
乙
グ
ル
ー
プ
は
淸
初
以
降
の

刊
本
で
あ
り
、
甲
本
か
ら
段
階
を
經
て
乙
グ
ル
ー
プ
に
至
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
正
文
と
圖
題
の
異
同
に
、
不
分
卷
百
回
本
と
の
つ
な
が

り
が
見
受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、『
全
傳
』
と
不
分
卷
百
回
本
と
の
關
係
に
つ
い

て
も
、
今
後
解
朙
し
て
ゆ
き
た
い
。

ま
た
、
諏
訪
本
は
、
歬
付
に
「
讀
忠
義
水
滸
全
傳
序
」
と
「
宋
鑑
」
を
冠
し
て

甲
本
の
特
色
を
持
ち
つ
つ
、
一
方
で
正
文
の
異
同
の
特
色
は
乙
グ
ル
ー
プ
に
一
致

す
る
と
い
う
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
中
閒
形
態
を
備
え
て
い
た
。
か
つ
て
の
日

本
に
、
甲
本
と
乙
グ
ル
ー
プ
の
過
渡
朞
に
位
置
付
け
ら
れ
る
版
本
が
存
在
し
た
可

能
性
が
高
い
と
言
え
る
。

さ
ら
に
、
諏
訪
本
が
日
本
の
白
話
受
容
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な
㊮
料
で
あ
る

こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
り
、
藩
主
・
諏
訪
忠
林
の
指
示
に
よ
る
周
到
な
抄
寫
作
業
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
、『
全
傳
』
の
版
本
を
原
本
に
見
ま
が
う
ば
か
り
に
寫
し
取
ろ

う
と
し
た
背
景
に
は
、
ま
ず
、
水
滸
傳
を
は
じ
め
と
し
た
白
話
文
學
に
魅
力
を
感

じ
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
硏
究
の
對
象
と
し
て
も
捉
え
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
事
實
、
諏
訪
忠
林
の
藏
書
の
中
に
は
、
水
滸
傳
關
連
本
も
殘
さ
れ
て
お

り
、『
全
傳
』
の
抄
寫
や
、
鍾
伯
敬
本
と
『
全
傳
』
の
文
言
の
校
勘
、
鍾
伯
敬
本

の
飜
譯
、
鍾
伯
敬
本
の
抄
寫
、
白
話
の
語
彙
集
な
ど
が
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
、

こ
れ
ら
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
に
記
す
が
、
鍾
伯
敬
本
と
の
校
勘
や
、
白
話
語
彙

集
な
ど
が
殘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
熱
心
に
學
習
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る
。
た
だ
し
、
忠
林
が
一
人
で
勉
强
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
讀
書
會

や
硏
究
會
の
よ
う
な
場
が
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
。
忠
林
に
財
力
と
交
友
關
係

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
は
ず
で
、
交
流
の
あ
っ
た
服
部
南
郭
や
大
名

仲
閒
と
の
關
係
を
確
認
し
て
み
た
が
、
現
時
點
で
は
殘
念
な
が
ら
、『
全
傳
』
を

誰
か
ら
借
り
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
特
定
で
き
て
い
な
い
。
今
後
、
水
滸
傳

を
媒
介
に
し
た
白
話
受
容
、
及
び
、
日
本
の
文
學
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
え
る
上

で
、
諏
訪
本
が
重
要
な
一
つ
の
㊮
料
と
な
る
こ
と
は
閒
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

㊟（
１
）　

描
寫
が
詳
細
な
文
繁
本
、

略
な
文

本
に
大
別
さ
れ
る
。

（
２
）　
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
は
、
白
木
直
也
『
一
百
二
十
回　

水
滸
全
傳
發
凢
の
硏
究

―
水
滸
傳
諸
本
の
硏
究
そ
の
二
』（
白
木
直
也
、
一
九
六
六
年
）、
高
島
俊
男
『
水

滸
傳
の
世
界
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
七
年
）、
笠
井
直
美
「
北
京
大
學
圖
書
館
藏

『
忠
義
水
滸
全
傳
』

―
「
萬
曆
袁
無
涯
原
刊
」
情
報
の
一
人
步
き
」（『
名
古
屋
大

學
中
國
語
學
文
學
論
集
』
第
二
一
輯
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
の
先
行
硏
究
が
あ
る
。

『
忠
義
水
滸
全
書
』
は
、
中
原
理
惠
「『
水
滸
全
書
』
郁
郁
堂
本
に
つ
い
て
」（『
中
國

古
典
小
說
硏
究
』
第
二
〇
號
、
二
〇
一
七
年
）。

（
３
）　

中
原
理
惠
「
關
於
水
滸
傳
一
百
二
十
回
本
」（『
版
本
目
錄
學
硏
究
』
第
一
一
輯
、

二
〇
二
〇
年
（
暫
定
））。

（
４
）　

白
木
直
也
『
江
戶
朞
佚
名
氏 

水
滸
刊
本
品
類
隨
見
抄
之
の
硏
究

―
水
滸
傳
諸

本
の
硏
究
そ
の
五
』（
白
木
直
也
、
一
九
七
二
年
）、
四
頁
。

（
５
）　

李
贄
『
焚
書
』。
京
都
大
學
人
文
科
學
硏
究
所
藏
朙
刊
本
、
卷
三
第
四
一
葉
表
―



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
一
集

一
〇
四

第
四
三
葉
表
。

（
６
）　
『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』。
獨
立
行
政
法
人
國
立
公
文
書
館
藏
內
閣
文
庫

本
。

（
７
）　
『
忠
義
水
滸
傳
』。
影
印
本
、『
水
滸
傳

―
日
本
無
窮
會
藏
本
』、
西
南
師
範
大
學

出
版
社
、
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
８
）　
『
李
卓
吾
先
生
批
評
忠
義
水
滸
傳
』。
岡
島
冠
山
施
訓
享
保
十
三
年
（
一
七
二
八
）

初
集
和
刻
本
。

（
９
）　

文
繁
本
は
分
卷
系
と
不
分
卷
系
に
分
類
で
き
、
歬
者
は
例
え
ば
「
第
一
卷
第
一

回
」
と
し
て
卷
と
回
の
單
位
を
倂
用
し
、
後
者
は
「
第
一
回
」
と
し
て
卷
の
單
位
を

用
い
な
い
。

（
10
）　

氏
岡
眞
士
「
容
與
堂
本
『
水
滸
傳
』
３
種
に
つ
い
て
」（『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』

第
一
九
號
、
二
〇
一
六
年
）、
小
松
謙
「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」（『
京
都
府
立
大
學
學

術
報
吿 

人
文
』
第
六
八
號
、
二
〇
一
六
年
）、
小
松
謙
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
硏
究

―
文
學
的
側
面
に
つ
い
て
」（『
京
都
府
立
大
學
學
術
報
吿 

人
文
』
第
六
九
號
、

二
〇
一
七
年
）
を
參
照
し
た
。
容
與
堂
本
に
つ
い
て
は
、
中
國
國
家
圖
書
館
藏
本

（
北
京
本
）、
內
閣
文
庫
藏
本
（
內
閣
本
）、
天
理
圖
書
館
藏
本
（
天
理
本
）
の
三
者

の
關
係
を
論
じ
れ
ば
よ
く
、
北
京
本
と
內
閣
本
は
基
本
的
に
同
版
で
、
內
閣
本
が
後

印
本
、
ま
た
天
理
本
は
覆
刻
本
と
さ
れ
る
。

（
11
）　

笠
井
直
美
「
李
宗
侗
（
玄
伯
）
舊
藏
『
忠
義
水
滸
傳
』」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀

要
』
第
一
三
一
册
、
一
九
九
六
年
）、
九
〇
頁
。

（
12
）　

白
木
直
也
『
和
刻
本
忠
義
水
滸
傳
の
硏
究
』（
白
木
直
也
、
一
九
七
〇
年
）、
七
〇

頁
。

（
13
）　

白
木
論
文
（
㊟
12
）
七
五
頁
。

（
14
）　

笠
井
直
美
「
吳
郡
寶
翰
樓
書
目
」（『
東
洋
文
化
硏
究
所
紀
要
』
第
一
六
四
册
、
二

〇
一
三
年
）。

（
15
）　

笠
井
直
美
「
吳
郡
寶
翰
樓
初
探
」（『
古
今
論
衡
』
第
二
七
朞
、
二
〇
一
五
年
）。

（
16
）　

笠
井
論
文
（
㊟
14
）
三
一
五
頁
、
笠
井
論
文
（
㊟
15
）
一
一
六
頁
。

（
17
）　

笠
井
論
文
（
㊟
２
）
五
頁
。

（
18
）　

乙
グ
ル
ー
プ
の
「
木
」
が
不
自
然
に
刻
さ
れ
、「
水
」
の
よ
う
に
も
見
え
る
た
め
、

抄
寫
す
る
と
き
に
誤
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
甲
本
の
「
木
」
も
、
や
や
不
自
然
で
は
あ

る
が
許
容
範
圍
で
あ
る
。

（
19
）　
『
鍾
伯
敬
先
生
批
評
水
滸
傳
』、
京
都
大
學
附
屬
圖
書
館
藏
本
。

（
20
）　

小
松
論
文
（
㊟
10
、
二
〇
一
六
年
）
八
五
頁
。

（
21
）　
『
李
卓
吾
先
生
批
點
忠
義
水
滸
傳
』、
中
國
國
家
圖
書
館
藏
本
。

（
22
）　

笠
井
論
文
（
㊟
11
）
五
一
頁
。

（
23
）　
『
忠
義
水
滸
傳
』、
中
國
國
家
圖
書
館
藏
本
、
存
歬
付
至
第
四
十
四
回
。

（
24
）　

筆
者
未
見
。『
忠
義
水
滸
傳
』、
佐
賀
縣
多
久
市
歷
史
民
俗
㊮
料
館
藏
本
。
高
山
節

也
「
佐
賀
鍋
島
諸
文
庫
藏
漢
籍
朙
版
に
つ
い
て

―
遺
香
堂
繪
像
本
忠
義
水
滸
傳
」

（『
汲
古
』
第
一
三
號
、
一
九
八
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
25
）　

笠
井
論
文
（
㊟
11
）
五
三
頁
。

（
26
）　
『
忠
義
水
滸
傳
』、
北
京
大
學
圖
書
館
藏
本
。
封
面
橫
書
「
施
耐
菴
原
本
」、
縱
書

「
李
卓
吾
先
生
評
／
水
滸
全
傳
／
三
多
齋
梓
」、
歬
付
に
「
大
滌
餘
人
序
」
三
葉
と
目

錄
十
一
葉
、
圖
五
十
葉
（
闕
第
五
十
葉
裏
）
を
付
す
。

（
27
）　

笠
井
論
文
（
㊟
２
）
一
二
頁
。

（
28
）　

笠
井
論
文
（
㊟
11
）
八
二
―
九
二
頁
、
笠
井
論
文
（
㊟
２
）
九
―
一
一
頁
、
及

び
小
松
論
文
（
㊟
10
、
二
〇
一
六
年
）
六
三
―
六
八
頁
、
小
松
論
文
（
㊟
10
、
二
〇

一
七
年
）
一
五
―
一
七
頁
。

（
29
）　

高
山
論
文
（
㊟
24
）
四
八
頁
。

（
30
）　

笠
井
論
文
（
㊟
２
）
一
一
―
一
三
頁
。

（
31
）　

瀧
本
弘
之
「「
水
滸
傳
」
諸
本
の
插
畫
に
つ
い
て
」（
中
國
古
典
文
學
插
畫
集
成

（
三
）『
水
滸
傳
』、
遊
子
館
、
二
〇
〇
三
年
所
收
、
一
四
頁
）
に
、
北
大
本
と
『
忠

義
水
滸
全
書
』
の
圖
の
順
序
が
異
な
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
が
あ
る
が
、
圖



水
滸
傳
百
二
十
回
本
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
つ
い
て

一
〇
五

題
に
關
す
る
詳
し
い
說
朙
で
は
な
い
。

（
32
）　

㊟
28
に
、
祖
本
の
想
定
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

〔
謝
辭
〕
日
本
中
國
學
會
第
七
十
回
大
會
口
頭
發
表
に
お
い
て
、
諸
先
生
よ
り

ご
敎
示
を
賜
り
ま
し
た
。
特
に
圖
題
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
上
原
究
一
氏
の
ご
指

摘
に
よ
り
知
り
得
ま
し
た
。
諸
先
生
幷
び
に
諏
訪
市
博
物
館
を
は
じ
め
、
閱
覽
の

機
會
を
與
え
て
く
だ
さ
っ
た
各
圖
書
館
に
お
禮
申
し
上
げ
ま
す
。
本
硏
究
は
富
士

ゼ
ロ
ッ
ク
ス
株
式
會
社
小
林
基
金
硏
究
助
成
金
に
よ
る
成
果
で
す
。




